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　7年前の本誌本稿で医学部受験の偏差値について取り上げた．当時の話題は医学部
人気に由来する医学部偏差値上昇で，駿台全国模試における A判定の基準が 1990年
と 2014年で比較して国公立大学医学部は平均で 4.9ポイント，私立大学医学部は平均
で 10.0ポイント上昇していることを紹介した（日本内科学会誌．2015；104：2490­
7）．その後，医学部ブームはやや下火になったとされる．実際，2014年 10月の駿台
全国模試で A判定基準偏差値 65未満の国公立大学医学部は 23大学であったが，2024
年 10月のそれは 28大学に増加している．しかし，偏差値が低下しているのは主に地
方国公立大学であり，首都圏，京阪神の国公立大学医学部の偏差値には大きな変化は
みられない．私立大学も同様で，今では都心部上位私立医学部の偏差値は地方旧帝国
大学医学部偏差値に並ぶようになった．若者の東京志向は著しい．
　国外からの転入を除いた国内移動の転入超過数でも，東京都は 2024年に 7万 9,285
人の超過となり，三大都市圏でみても東京圏（東京都，神奈川県，埼玉県，千葉県）だ
けが転入超過となっている．とくに 15～29歳の若者世代でみると東京都は 10万人以
上の超過が続いており，若者の東京一極集中の傾向は顕著である．専攻医についても，
2018年度の新専攻医の 21.7％弱が東京都に集中しており，その原因として新専門医
制度の施行があげられた．2024年度になって東京都の専攻医採用数は全国の 18.9％
とやや低下したが，神奈川県，埼玉県，千葉県が大幅に増加しているため，東京圏と
して考えると 2018年が 33.5％，2024年が 34.2％と高値を維持している（2024年 7月
日本専門医機構資料）．シーリングもいわば短期的な派遣にすぎないため，長期的にみ
ると東京圏集中は進む一方であろう．すでに地方の中核病院は経営難に加えて医師不
足で困窮している．診療報酬に地域差を設けるなど，地方勤務に対するインセンティ
ブを大幅に強化しない限り，地方の診療維持は不可能であろう．
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